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環境経営方針 

 

《環境経営理念》 

 有限会社中野商店は、再資源化事業（古紙リサイクル等）を通じ、限りある資源とかけ

がえのない地球環境を未来に引き継ぐため、環境に配慮した活動を推進し、地球の環境保

全に努めます。 

 事業活動に当たっては、以下により資源・エネルギーの節約や設備等を含む業務の効率

向上に努める中で、より一層の古紙等のリサイクルを図るなど、環境経営を継続的に進め

ます。 

 

《基本方針》 

① 二酸化炭素排出量の削減 

 電気・ガス・化石燃料の有効利用に取組み、二酸化炭素の削減に努めます。 

② 廃棄物排出量の削減 

 回収等の廃棄物の徹底的な分別によるリサイクルを推進します。 

③ 水資源の節約 

洗車を効率的に行うなど上水の使用量を減らすよう努めます。 

④ リサイクル原料の生産・リサイクルサービスの提供における環境配慮の推進 

 収集運搬・処理システムの効率化に努めます。 

⑤ 地域とのコミュニケーションの推進による環境活動の展開 

 街中リサイクルステーション機能の充実強化に努めます。 

 事業所周辺など地域の環境美化に貢献します。 

⑥ 職場環境の整備と人材の確保・育成 

 働きやすい職場づくりに努め、環境経営を担う人材の確保・育成を図ります。 

⑦ 環境関連法規の遵守 

 事業活動において適用される環境関連法規・条例・その他を遵守いたします。 

以上については、目標等を定め、取組結果を踏まえ見直すなど、継続的な改善に努めます。 

 

この環境経営方針は、全従業員に周知するとともに、社外に公開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              2008 年 12 月 1 日制定 

2011 年 12 月 1 日改訂 

2021 年 1 月 11 日改訂 

2022 年 1 月 10 日改訂 

 

有 限 会 社  中 野 商 店 

                     代表取締役 中野 義一郎 
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事業所の概要 

 

(1)事業所名及び代表者氏名 

    有限会社  中野商店 

    代表取締役 中野義一郎 

(2)所在地 

    徳島県徳島市佐古一番町 13 番 15 号 

(3)法人設立年月日 

昭和 27 年 11 月 20 日 

(4)資本金 

    資本金 500 万円 

(5)事業内容 

    古紙収集運搬及び古紙選別梱包保管販売業、 

一般廃棄物再生事業(中間処理業) 

(6)事業の規模 

    売上高    80 百万円（令和 4 年度） 

従業員    8 名  (令和 5 年 3 月) 

事務所床面積 15 ㎡            工場等床面積 1309 ㎡ 

    敷地面積   1324 ㎡ 

(7)許可内容 

① 産業廃棄物収集運搬 

       許可番号     第 3600102599 号 

       許可年月日    令和 5 年 3 月 20 日 

       有効年月日    令和 10 年 3 月 19 日 

       取り扱う種類   廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類 

② 一般廃棄物処理施設設置許可 

       許可番号     第 31 号 

       許可年月日    平成 19 年 6 月 20 日 

       取り扱う種類   紙くず、金属くず 

       処理能力     80ｔ／日（8 時間） 

       処理方式     圧縮梱包 

(8)廃棄物処理料金 

    別途協議による 

(9)納入先 

    国内大手製紙メーカー 

    金属リサイクル加工業者 

(10)車両運搬具 

    2ｔ平ボデー     5台    4.15ｔ平ボデー   1台 

2ｔパッカー車     2台     3ｔパッカー車      2台 

    4ｔパッカー車      1台    4ｔアームロール   １台 

    軽トラック      2台 

    1.5ｔショベルローダー  1台  2.5ｔヒンジフォークリフト 3台 

    4ｔクランプフォークリフト  1台 

(11)処理施設 

    古紙ベーラー（圧縮梱包機）80馬力  最大 80ｔ／日  1台 

    古紙選別機                           1台 
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(12)処理工程 

      古紙搬入  選別  圧縮・梱包      製紙会社へ出荷 

                           （紙くず）        処理会社に委託（焼却） 

                 (廃プラスチック類)  処理会社に委託(RPF原料化) 

      金属くず（アルミ缶）    選別   圧縮・梱包  金属リサイクル会社へ出荷 

      金属くず（スチール缶）  選別                 金属リサイクル会社へ出荷 

                    （金属くず）    処理会社に委託（製鋼原料化） 

(13)処理実績（令和 4年度） 

      古紙中間処理         4,796トン/年 

      古紙収集運搬         1,340トン/年 

      金属くず収集運搬中間処理     6.5トン/年 

・組織図 

 

 

 

 役割・責任・権限 

代表者 

（代表取締役） 

・ 環境経営最高責任者 

・ 環境管理責任者の任命 

・ 環境経営方針を決める、周知する 

・ 環境経営目標・環境活動実施計画・環境活動レポートの承認 

・ 環境経営システムの見直し（全体の評価と見直し） 

・ 環境への取組みに必要な人員、設備、費用等を適切に準備する 

・ 経営における課題とチャンスを明確にする 

環境管理責任者 ・ 環境経営システムを構築し、運用し、維持する責任と権限を有する 

・ 環境関連法規等の取りまとめと遵守評価 

・ 環境経営目標・環境活動実施計画・環境活動レポートの作成 

・ 環境に関わる教育訓練を推進する 

・ 社外からの環境に関する苦情や要望の受付、記録 

・ 緊急事態対応の手順書を作成し、試行・訓練を実施する  

・ 環境活動結果の取りまとめと代表者への報告 

・ 各部門において環境経営システムを推進実施することを指揮する 

各部従業員 ・ 必要な環境教育訓練を受け、環境活動実施計画を実施する 

・ 環境経営システムにおける自らの役割と責任を自覚しシステムの 

構築・運用に積極的に参加する 

 

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

      責任者：中野敏雄       ＴＥＬ 088-622-2666 

(14) 対象範囲（認証・登録範囲） 

      上記組織と許可範囲の全活動 

 

 

代表者 

中野義一郎 

作業部 

 

 

事務部 

環境管理責任者 

中野敏雄 
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環境経営目標と実績 

環境経営目標（令和 4 年度） 

①二酸化炭素排出量の削減 

電力使用量(事務所)の削減 前年比１％減少 

化石燃料使用量の削減    前年比１％減少 

二酸化炭素排出量の削減  前年比１％減少 

②廃棄物排出量の削減 

中間処理後の廃棄物（焼却委託分）の削減 前年比３％減少 

③総排水量の削減 

水資源使用量の削減 前年比３％減少 

④リサイクル製品生産、リサイクルサービス提供における環境配慮の推進 

収集運搬・処理システムの効率化 

中長期環境経営目標 
項 目 内 容 基準値 

 

令和 3 年度 

目標 

令和 4 年度 

目標 

令和 5 年度 

目標 

二酸化炭素 

排出量の削減 

 

電力使用量の削

減 (kwh) 

28,903 

 

28,614 28,328 28,045 

化石燃料使用量

の削減(L) 

16,178 

 

16,016 15,856 15,697 

二酸化炭素排出

量(Kg-CO2) 

58,006 57,426 56,852 56,283 

廃棄物排出量の削

減    

中間処理後の廃

棄物の削減（t） 

4.5 

 

4.4 

  

4.2 

  

4.1 

 

総排水量の削減 水資源使用量の

削減(m3) 

519 503 

 

488 

 

473 

 

生産等における環

境配慮の推進 

収集運搬・処理シ

ステムの効率化 

 

 

 

収集運搬車両の使

用及び 

工場設備・重機の稼

働の 

効率化に努める 

収集運搬車両の使

用及び 

工場設備・重機の稼

働の 

効率化に努める 

収集運搬車両の使

用及び 

工場設備・重機の稼

働の 

効率化に努める 

化学物質については、使用の実態がないため、目標を定めていない。 

(目標値は、基準値（主に令和 2 年度実績）に対する削減数値。3 年ごとの数値見直しとする。 

購入電力の排出係数は、令和 3 年度公表 0.574（四国電力）。3 年ごとの数値見直しとする。） 

廃棄物排出量の削減の基準値については、過去 4 年の実績を勘案した数値。 

 

令和 4 年度環境経営目標とその実績 
項 目 

 

内 容 

 

令和 4 年度目標 

R4.2～R5.1 

令和 4 年度実績 

R4.2～R5.1 

目標達成状況及び 

評価・指示 

二酸化炭素 排

出量の削減 

 

電力使用量の削

減（kwh） 

28,328    30,477 

  

未達成。 

今期よりフォークリフトの電動化に伴い、充電

のための使用量が増加。 

化石燃料使用量

の削減（Ｌ） 

15,856    14,857 

 

達成。 

エコドライブの実行とフォークリフトの電動

化が寄与。 

二酸化炭素排出

量（Ｋg-CO2） 

56,852  55,478 達成。 

 

廃棄物排出量の

削減 

中間処理後の廃

棄物の削減（t） 

4.2 

 

     2.63 

 

達成。リサイクル可能品の増加と搬入時の品質

チェックの強化。 

総排水量の削減 水資源使用量の

削減(m3) 

488 

 

   378 

 

達成。節水の実行と水設備の点検補修。 

 

生産等における

環境配慮の推進 

収集運搬・処理シ

ステムの効率 化 

収集運搬車両の使

用及び 

工場設備・重機の稼

働の 

効率化に努める 

収集運搬車両の使

用及び 

工場設備・重機の稼

働の 

効率化に努めた 

達成。 

日々の車両点検、安全で効率的に稼働できた。 

  化学物質については、使用の実態がないため、目標を定めていない。 

（注：化石燃料使用量については、ＬＰＧを除いた数値である。） 
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環境活動実施計画と実績   令和 4 年度  

 

１．電気使用量の削減 目標 28,328 △

kwh 実績 30,477 92%

➀エアコンの温度調節
6～9月、12

～3月
〇

②不要照明器具の消灯 通年 〇

③ベーラーの有効稼働 通年 〇

２．燃料使用量の削減 目標 15856 ◎

ℓ 実績 14857 106%

➀エコドライブの徹底 通年 ◎

②効率のよい収集ルートの確立 通年 ◎

③収集運搬車両・重機への環

境規制適合車・EV車の導入
通年 ◎

１．廃棄物の再資源化率の向上 目標 4.2 ◎

t 実績 2.63 137%

➀分別の徹底 通年 ◎

②資源物のリサイクル 通年 ◎

③単純焼却物の削減 通年 ◎

１．節水 目標 488 ◎

㎥ 実績 378 123%

➀こまめな節水 通年 ◎

②洗車方法の効率化 通年 ◎

１．環境への配慮

①車輌整備の実施 通年 ◎

②工場周辺の美化 通年 ◎

＊達成・実施状況 ◎充分できている（100％以上） △不充分である（85％以上～95％未満）

○ほぼできている（95％以上） ×できていない（85％未満）

設備やラインの補修。建築現場

等汚れやすい現場への侵入が

減ったため洗車回数の減少。◎

日程

【廃棄物排出量

の削減】

【総排水量の

削減】

【二酸化炭素

排出量の削減】

テーマ 具体的項目

フォークリフト電動化(200ℓ/月

使用)の為の減量予定数量より上

回る。気温上昇によるカーエア

コンの使用の増加が第一要因。

エコドライブや回収ルートの効

率化を現状通り徹底する。

◎

【収集運搬・工場
周辺における
環境配慮】

達成・実施状況
環境活動実施状況評価・指示

年間

エアコンの設定温度には配慮も

気候変動により使用期間の増

加。また、フォークリフトの充

電の為、電力使用増加に至っ

た。

○

◎ 日々の整備・清掃良好。

次年度も継続。

新たに増えたリサイクル可能古

紙も的確に分別することができ

ており、廃棄物の再資源化率向

上につながっている。

◎
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環境活動実施計画   令和 5 年度  

 

日程 実務
達成・
実施状況

担当者 年間

１．電気使用量の削減 目標/四半期 28,045

実績/四半期

目標・実績/累計

➀エアコンの温度調節 6～9月、12～3

②不要照明器具の消灯 通年

③ベーラーの有効稼働 通年

２．燃料使用量の削減 目標/四半期 15,697

実績/四半期

目標・実績/累計

➀エコドライブの徹底 通年

②効率のよい収集ルートの確立 通年

③収集運搬車両・重機への環境規

制適合車・EV車の導入
通年

１．廃棄物の再資源化率の向上 目標/四半期 4.1

実績/四半期

目標・実績/累計

➀分別の徹底 通年

②資源物のリサイクル 通年

③単純焼却物の削減 通年

１．節水 目標/四半期 473

実績/四半期

目標・実績/累計

➀こまめな節水 通年

②洗車方法の効率化 通年

１．環境への配慮

①車輌整備の実施 通年

②工場周辺の美化 通年

＊達成・実施状況 ◎充分できている（100％以上） △不充分である（85％以上～95％未満）

○ほぼできている（95％以上） ×できていない（85％未満）

テーマ 具体的項目
環境活動実施状況
評価・指示

【収集運搬・工
場周辺における
環境配慮】

中野
敏雄

【廃棄物排出量

の削減】

中野
敏雄

【総排水量の

削減】

中野
敏雄

【二酸化炭素

排出量の削減】

中野
敏雄

中野
敏雄
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環境関連法規等の遵守状況等 

主な環境関連法規の遵守状況一覧 

 

廃棄物処理法（排出事業者）
産廃
・保管基準・委託基準の遵守、マニフェスト交付・交付状
況報告など

OK

廃棄物処理法 （産廃処理業者）
自社のみでなく、業として収集運搬を行う場合に適用
・収集運搬業の許可、処理基準の遵守

OK

廃棄物処理法（一廃処理業者）
一廃
・処理基準の遵守、再生利用業の指定、処理施設の設置
等の許可・維持管理等

OK

廃棄物処理法
共通
・不法投棄の禁止、不法焼却の禁止など

OK

オフロード法 OK

大気汚染防止法 OK

騒音規制法 OK

道路運送車両法 OK

道路交通法 OK

徳島県生活環境保全条例
（自動車の使用における配慮）

OK

徳島市下水道事業条例
下水道法

排水設備
・し尿の水洗便所による排除など

OK

消防法
消防用設備等
・設置・維持等、点検・報告

OK

徳島市火災予防条例
工場設備
・少量危険物等の貯蔵・取扱の届出等

OK

環境関連法規等への違反はありません。なお、関連当局より違反等の指摘及び訴訟は過去3年間ありません。

法規等の名称 該当する要求事項 確認チェック

収集運搬車両・重機
・特定特殊自動車の基準適合、基準適合状態での使用
・道路運送車両の保安基準適合、適合した自動車の運行
・安全運転管理者等の選任・届出
・自動車の駐車時における原動機停止など
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代表者による全体の評価と見直しの結果 

 

 本年度前半に電動式フォークリフトの導入により、電気と化石燃料の使用量の変化の増

減がみられたと共に、エンジン音による騒音や現場での排ガスによる粉塵が軽減され労働

環境面でもプラスに作用されました。また、以前はリサイクル不可(禁忌品)として分別して

いた古紙がリサイクル可能になった物もあり大きく単純焼却が減少いたしました。 

 世界経済の不況や生活様式の変化による紙需要の大幅な減少により、古紙の市場規模も

急激に縮小されておりますが、地域に根ざした古紙リサイクル施設として社会貢献できれ

ばと取り組んでまいります。 

なお、環境経営方針、環境経営目標・環境活動実施計画、実施体制・環境経営システム 

については、見直しの必要はありません。ただし、令和 6 年度からの単年度・中長期目標

については、電動式フォークリフトに使う電気・化石燃料の使用量の増減を勘案して策定

することが必要と考えています。 

 

 

 

   

 

(圧縮梱包機にて圧縮加工された段ボール古紙) 


